
中学基礎がため

読  解

　
中1国語

別 冊

解答と解説

 ・ 難しい問題には解説がついています。よく読みましょう。
 ・ は、自分で言葉を考えて書く問題の解答例です。
 同じような意味であれば、解答と全く同じ答えでなくても正解です。
 ・ 別解は、（　）の中に示してあります。（　）の中の答えでも正解です。

➡

て
い
ね
い
に
引
っ
ぱ
っ
て
く
だ
さ
い
。
別
冊
解
答
に
な
り
ま
す
。
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一
章
説
明
文

指
示
語

基
本
問
題
①

1

P.4 
確
認

赤
い
さ
い
ふ

１

(1)　
花
び
ん　
花

(2)　
贈
り
物

(3)　
読
書
感
想
文

(4)　
去
年
買
っ
た
グ
ロ
ー
ブ

P.5 

２

　
　
(1)　
遊
園
地

(2)　
公
園

(3)　
多
く
の
文
物

(4)　
小
さ
な
空
き
地

(5)　
家
族
で
ス
キ
ー
に
行
っ
た

　
　
(1)　
伊
豆
の
島

(2)　
赤
い
服
を
着
た
男
の
子

(3)　
お
じ
さ
ん　
京
都

　
　

�　

こ
の
よ
う
に
、
指
示
語
が
前
で
は
な
く
あ
と
の
言
葉

を
指
し
示
す
こ
と
も
あ
る
の
で
、
注
意
し
よ
う
。

(4)　
駅

(5)　
雪
を
か
ぶ
っ
た
山

(6)　
フ
ラ
ン
ス

一
章
説
明
文

指
示
語

基
本
問
題
②

1

P.6 

１

　
　
(1)　
公
園
の
掃
除
を
毎
朝
し
て
い
る

(2)　
学
校
の
す
ぐ
そ
ば　
小
さ
な
沼

１２

解
説

１

(3)　
青
く
輝
く
宝
石

　
　
(1)　
紫
色
の
つ
り
舟
の
よ
う
な
花

(2)　
今
度
の
試
験
で
六
十
点
以
下
の
人
は
再
試
験
を
す
る

(3)　
と
て
も
す
て
き
な
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
タ
イ
プ
の
人

P.7 

２

　
　
(1)　
ガ
ソ
リ
ン
で
走
る
自
動
車
が
姿
を
消
す

(2)　
毎
日
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
練
習

(3)　
や
る
気
が
な
い
の
な
ら
辞
め
て
し
ま
え

　
　

�　
「
あ
あ
い
う
こ
と
」
は
言
っ
た
内
容
を
指
し
て
い
る
。

　
　
(1)　
キ
ツ
ネ
や
タ
ヌ
キ
や
シ
カ

(2)　
一
組
が
優
勝

(3)　
（
前
者
）　
英
語
を
学
び
た
い
と
い
う
人

　
　
（
後
者
）　
中
国
語
を
学
び
た
い
と
い
う
人

一
章
説
明
文

指
示
語

基
本
問
題
③

1

P.8 

１

　
　
鉱
物

　
　
広
く
一
般
の
人
た
ち
で
も
手
に
入
る
よ
う
な
器
も
作
る

　
　
東
京
都
東
久
留
米
市
自
由
学
園
に
お
け
る
鳥
類
の
調
査
記
録

　
　
微
生
物　
黒
い
湿
っ
た
土

P.9 

２

　
　
体
重
の
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る

　
　
動
物
の
生
息
地

　
　
山
梨
県
の
西
湖
で
捕
れ
た
と
い
う
黒
い
マ
ス

　
｢

こ
の
黒
い
マ
ス
」
と
あ
る
の
で
、「
黒
い
マ
ス
」
に
つ
い
て

書
か
れ
た
と
こ
ろ
を
前
の
部
分
か
ら
探
す
。
答
え
を
「
こ
の

黒
い
マ
ス
」
に
あ
て
は
め
て
、
文
意
が
通
る
か
確
か
め
よ
う
。

２１

解
説

２１２３４１２３解
説
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ハ
エ　
蜜
を
求
め
て
移
動

一
章
説
明
文

指
示
語

標
準
問
題

1

P.10 

１

(1)　
石
油　
石
炭　
天
然
ガ
ス　
（
順
不
同
）

(2)　
昔
の
生
き
物
～
し
て
で
き
た

(3)　
化
石
燃
料

(4)　
ウ　

ほ
か
の
例
と
し
て
「
森
林
資
源
の
無
計
画
な
利
用
」
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
よ
う
。

P.11 

２

(1)　
説
明
を
し
た
り
、
意
見
や
考
え
を
述
べ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
場

で
発
言
し
た

　
（�「
説
明
を
し
た
り
、
意
見
や
考
え
を
述
べ
た
り
、」
の
部
分
は
入

れ
な
く
て
も
正
解
。）

(2)　
イ　

あ
と
の
「
話
し
方
が
速
す
ぎ
る
か
、
遅お
そ

す
ぎ
る
か
」
の
結

果
と
し
て
起
こ
る
こ
と
が
、「
こ
れ
」
の
内
容
に
含ふ
く
ま
れ
る
。

(3)　
話
は
、
速
さ

(4)　
い
ち
ば
ん
理
解
し
や
す
い
速
さ

(5)　
例
え
ば
、
あ

一
章
説
明
文

接
続
語

基
本
問
題
①

2

P.12 

確
認

(1)　
風
邪
を
ひ
い
た

(2)　
元
気
だ

４解
説

解
説

１

　
　
イ

　
　
ア

P.13��
�
�

　
　
ア

　
　
イ　

「
道
路
情
報
」
と
同
じ
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る
も
の
で
、
別
の

「
情
報
」
な
の
で
、「
天
気
予
報
」
が
適
切
。

２

　
　
イ

　
　
ア

　
　
ウ

　
　
イ

一
章
説
明
文

接
続
語

基
本
問
題
②

2

P.14 

１

　
　
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て　
見
方

　
　
年
か
さ　
聞
き
取
れ
な
い

P.15 

２

　
　
(1)　
人
類　
地
球
全
体
の
資
産

(2)　
ウ

　
　
(1)　
呼
吸　
排
せ
つ

(2)　
イ

一
章
説
明
文

接
続
語

基
本
問
題
③

2

P.16 

１

　
　
ア

　
　
イ

２

　
　
イ

１２３４解
説

１２３４１２１２１２１
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ア

P.17��
�
�

　
　
ウ　

前
の
「
見み

渡わ
た

す
か
ぎ
り
ク
ロ
マ
ツ
の
針
葉
樹
林
」
と
、
あ

と
の
「
襟え
り

裳も

砂さ

漠ば
く

」
は
対
照
的
な
景
観
な
の
で
、
逆
接
の
接

続
語
が
入
る
。

　
　
ウ

３

Ａ　
エ

Ｂ　
ア

Ｃ　
ウ

一
章
説
明
文

接
続
語

標
準
問
題

2

P.18 

１

(1)　
ウ

(2)　
イ

(3)　
①　
慣
れ　
　
②　
イ

P.19 

２

(1)　
Ａ　
ウ

Ｂ　
イ

(2)　
大
凶
作　
田
沢
湖　
食
料
の
増
産

(3)　
Ⅱ　

〔　
　
〕
の
中
の
文
は
、
逆
接
の
働
き
の
「
し
か
し
」
で
始

ま
っ
て
お
り
、
玉た
ま

川
の
水
は
田た

沢ざ
わ

湖
に
引
き
入
れ
ら
れ
た
と

い
う
内
容
な
の
で
、
そ
れ
と
は
食
い
違ち
が

う
〝
酸
性
の
（
玉
川

の
）
水
は
田
沢
湖
の
生
物
に
打だ

撃げ
き

を
与あ

た

え
る
”
と
い
う
内
容

の
Ⅱ
の
直
後
に
入
れ
る
の
が
適
切
。

２３解
説

４解
説

一
章
説
明
文

内
容
の
理
解

基
本
問
題
①

3

P.20 

確
認

Ａ　
ア

Ｂ　
イ

１

Ａ　
自
然
破
壊

Ｂ　
地
球
の
回
復
能
力

P.21 

２

(1)　
起
承
転
結　
緩
急　
強
弱　
ゆ
っ
く
り　
速
く

（「
緩
急
」
と
「
強
弱
」
は
順
不
同
）

　
「
話
の
表
情
」
の
直
前
の
「
そ
の
こ
と
」
と
は
、「
人
間
の

話
に
は
、
…
…
な
る
の
が
普ふ

通つ
う
で
す
。」
ま
で
を
指
し
て
い
る

の
で
、
こ
の
部
分
に
注
目
す
る
。

(2)　
表
情

３

（
腐
植
土
）　
水
を
吸
っ
た
ス
ポ
ン
ジ

（
森
林
）　
緑
の
ダ
ム

一
章
説
明
文

内
容
の
理
解

基
本
問
題
②

3

P.22 

１

イ

２

(1)　
生
息
地
の
環
境　
習
性
や
行
動

　

の
前
後
の
言
葉
に
着
目
す
る
。

(2)　
ア
メ
リ
カ

P.23 
３

(1)　
①　
港
に
続
く
狭
い
谷
間

②　
平
地
の
終
わ
っ
た
山
裾

(2)　
ウ　

の
前
の
「
厳
し
い
」
に
注
目
し
て
同
じ
よ
う
な
こ

解
説

解
説

解
説
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と
が
書
か
れ
て
い
る
部
分
を
探
す
と
、
漁
村
の
説
明
の
部
分

で
、「
厳
し
い
自
然
」
と
い
う
言
葉
が
見
つ
か
る
。

の

前
で
も
、「
厳
し
い
自
然
」
と
戦
い
な
が
ら
、
協
力
し
合
っ
て

働
く
人
々
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

４

(1)　
こ
れ
ま
で
の
動
物
園
の
展
示

(2)　
生
態
的
展
示

一
章
説
明
文

内
容
の
理
解

標
準
問
題

3

P.24 

１

(1)　
水
分
を
補
給
す
る

　
　
　

線
①
を
含ふ

く

む
段
落
の
最
後
の
文
に
注
目
す
る
。
水
分

を
と
ら
な
い
ま
ま
激
し
い
運
動
を
す
る
と
、
体
調
が
悪
く
な

り
、
命
に
も
か
か
わ
る
の
で
、
水
分
を
補
給
す
る
必
要
が
あ

る
の
で
あ
る
。

(2)　
①　
ア

②　
や
が
て

(3)　
イ　

「
常
識
」
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
て
、
最
後
の
段
落
を
読
み

取
る
。

P.25 

２

(1)　
二
酸
化
炭
素

　
「
副
産
物
」
と
は
、
目
的
の
物
を
作
ろ
う
と
す
る
過
程
で
得

ら
れ
る
別
の
産
物
の
こ
と
。

(2)　
①　
か
け
ぶ
と
ん

②　
温
室
の
ガ
ラ
ス

(3)　
①　
太
陽
か
ら
来
た
熱　
地
球
の
温
度

解
説

解
説

解
説

②　
気
候　
氷
河　
海
面

一
章
説
明
文

段
落
の
要
点
と
文
章
構
成
基
本
問
題
①

4

P.26 

確
認

(1)　
イ

(2)　
習
慣
化
す
べ
き

(3)　
イ

　
　

�　
「『
読
書
力
』
は
日
本
の
地
力
だ
か
ら
だ
」
に
、
理
由

や
根こ
ん

拠き
ょ

を
示
す
「
か
ら
」
と
い
う
表
現
が
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
に
着
目
す
る
。

P.27 

１

（
1
段
落
）　
障
害
の
あ
る
人

（
2
段
落
）　
目
的

２

（
1
段
落
）　
分
解

（
2
段
落
）　
脂
肪

一
章
説
明
文

段
落
の
要
点
と
文
章
構
成
基
本
問
題
②

4

P.28 

１

（
1
段
落
）　
腐
植
土

（
2
段
落
）　
緑
の
ダ
ム

（
3
段
落
）　
調
整
作
用　
変
動

P.29 
２

（
1
段
落
）　
ハ
ナ
バ
チ

（
2
段
落
）　
浅
い
場
所

（
3
段
落
）　
蜜
を
な
め
る　
花
の
形

解
説
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一
章
説
明
文

段
落
の
要
点
と
文
章
構
成
基
本
問
題
③

4

P.30 
１

(1)　
白
い
部
分　
器
官

(2)　
ウ

(3)　
つ
ま
り
、
ダ
イ
コ
ン
の
白
い
部
分
は
、
根
と
胚
軸
の
二
つ
の
器

官
か
ら
成
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

1
段
落
で
問
い
か
け
て
い
る
疑
問
に
は
っ
き
り
答
え
て
い

る
文
に
注
目
す
る
。

P.31 

２

(1)　
イ

(2)　
発
想
の
転
換

(3)　
ア　

1
・
2
段
落
で
、
電
子
レ
ン
ジ
の
加
熱
を
例
に
あ
げ
て
、

発
想
の
転て
ん

換か
ん

に
つ
い
て
説
明
し
、
3
段
落
で
、
筆
者
の
考
え

を
ま
と
め
て
い
る
。

一
章
説
明
文

段
落
の
要
点
と
文
章
構
成

標
準
問
題

4

P.32 

１

(1)　
修
復
記
録
の
蓄
積

(2)　
ア

(3)　
絵　
文
字

P.33 

２

(1)　
流
氷
の
面
積

(2)　
ア

(3)　
イ

(4)　
（
1　
2
）　 

（
3
）　 

（
4
）

　

4
段
落
で
は
、
流
氷
の
減
少
の
原
因
が
人
類
に
も
あ
る
こ

解
説

解
説

解
説

と
を
ふ
ま
え
、
流
氷
の
減
少
に
つ
い
て
の
筆
者
の
考
え
を
ま

と
め
て
い
る
。

一
章
説
明
文

筆
者
の
意
見
と
要
旨
基
本
問
題
①

5

P.34 

確
認

(1)　
流
氷

(2)　
減
少

(3)　
観
察　
地
球

P.35 

１

　
　
こ
の
展
示
は

　
　
創
造
的
な
生

２

(1)　
言
葉
を
習
う
能
力　
母
語

(2)　
読
み
書
き

(3)　
豊
か
な
生
活

　

筆
者
は
、
子
ど
も
が
言
葉
を
ど
の
よ
う
に
習
う
か
、
ま
た
、

日
本
で
生
活
す
る
人
は
日
本
語
を
母
語
と
す
る
場
合
が
多
い

と
述
べ
、
日
本
語
を
習
う
こ
と
の
意
義
を
伝
え
て
い
る
。

一
章
説
明
文

筆
者
の
意
見
と
要
旨
基
本
問
題
②

5

P.36 

１

　
　
集
ま
っ
て
住
む　
楽
し
さ

　
　
す
べ
て
の
人　
自
分
ら
し
さ

P.37 
２

　
　
ア　

文
章
の
最
初
に
「
江え

戸ど

切き
り

子こ

は
…
…
ほ
ろ
び
な
か
っ
た
。

な
ぜ
か
。」
と
あ
り
、
筆
者
は
、
江
戸
切
子
の
「
大
量
に
安
く

作
る
技
術
」
を
評
価
し
て
い
る
。

１２解
説

１２１解
説
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イ

一
章
説
明
文

筆
者
の
意
見
と
要
旨
基
本
問
題
③

5

P.38 

１

(1)　
自
然
の
資
源　
新
製
品

(2)　
イ

(3)　
地
球
全
体　
地
球
の
将
来

　
文
末
に
注
目
し
、
筆
者
の
意
見
を
と
ら
え
る
。

P.39 

２

(1)　
そ
の
選
手
が

(2)　
ウ

(3)　
言
葉　
分
析　
成
長

　

最
初
の
二
つ
の
段
落
で
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
が
言
葉
で
う
ま

く
自
己
表
現
で
き
な
い
場
合
に
つ
い
て
例
を
あ
げ
な
が
ら
述

べ
、
最
後
の
段
落
で
、
言
葉
で
表
現
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を

述
べ
て
い
る
。
最
後
の
段
落
を
中
心
に
要よ
う
旨し

を
と
ら
え
る
。

一
章
説
明
文

筆
者
の
意
見
と
要
旨

標
準
問
題

5

P.40 

１

(1)　
特
に
十
九
世

(2)　
・
人
口

・
自
然

(3)　
ア　

筆
者
は
考
え
る
べ
き
「
難
し
い
問
題
」
と
し
て
、「
人
類
が

地
球
と
い
う
…
…
い
い
の
だ
ろ
う
か
」
と
、
読
者
に
も
問
い

か
け
て
い
る
。

２解
説

解
説

解
説

P.41 

２

(1)　
時
代
や
価
値
観
の
変
化

(2)　
新
し
い
事
実　
価
値
観
の
変
化

(3)　
ア�　

1
段
落
で
こ
ん
に
ゃ
く
の
例
、
2
・
3
段
落
で
環か

ん

境き
ょ
う

問
題

の
例
に
つ
い
て
説
明
し
、
4
段
落
の
「
こ
の
よ
う
に
」
の
あ

と
で
、
そ
の
例
を
通
し
て
伝
え
た
い
考
え
を
述
べ
て
い
ま
す
。

(4)　
そ
れ
に
は
ま

�　

5
段
落
で
「
ど
の
よ
う
に
物
事
と
向
き
合
っ
た
ら
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。」
と
問
い
か
け
た
あ
と
に
、
次
の
6
段
落
で
、

筆
者
が
大
切
だ
と
思
う
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。

一
章
説
明
文

完
成
問
題
①

た
し
か
め
よ
う

P.42 

(1)　
ウ　

「
白
い
歯
」
が
見
え
る
の
は
笑え
が
お顔
。

(2)　
①　
イ

　
　
②　
垣
根

　

�　
「
幕
が
…
…
落
と
さ
れ
た
」「
垣か

き

根ね

が
…
…
開
け
た
」
は
、

対つ
い
に
な
っ
て
筆
者
の
状じ

ょ
う

況き
ょ
う

を
た
と
え
て
い
る
。

(3)　
ア

P.43��
�

(4)　
1
段
落　
ウ　
　
2
段
落　
イ　
　
3
段
落　
エ

�
�
�
�
�

4
段
落　
オ　
　
5
段
落　
ア

(5)　
言
葉
こ
そ

　

文
章
全
体
の
内
容
を
ふ
ま
え
て
考
え
る
。
こ
の
文
章
で
は
、

筆
者
が
現
地
の
言
葉
を
覚
え
て
使
っ
た
こ
と
で
、
心
の
交
流
が

解
説

解
説

解
説

解
説

解
説
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で
き
た
喜
び
が
中
心
に
描え

が

か
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
言
葉
が
人

と
人
と
の
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
を
述
べ
た
部
分
が
筆
者
の
考
え

の
中
心
で
あ
る
。

試
合
前
に
自
信
を
な
く
し
た
と
き
、
友
達
の
「
マ
イ
ペ
ー
ス
で
や

れ
！
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
精せ
い

一い
っ

杯ぱ
い

プ
レ
ー
で
き
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
そ
の
言
葉
は
今
も
私
を
励は
げ

ま
し
て
く
れ
る
。（
七
十
字
）

一
章
説
明
文

完
成
問
題
②

た
し
か
め
よ
う

P.44 

(1)　
Ａ　
イ

Ｂ　
ア

Ｃ　
オ

　

�　

そ
れ
ぞ
れ
、
接
続
語
の
前
後
の
関
係
を
と
ら
え
る
。
Ａ

は
、
前
の
「
利
用
で
き
な
い
」
と
あ
と
の
方
の
「
取
り
こ

む
こ
と
が
可
能
に
な
る
」
は
、
鉄
に
関
す
る
反
対
の
立
場

を
述
べ
て
い
る
。
Ｂ
は
、
前
の
「
日
本
各
地
で
現
実
化
し

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
受
け
て
、
あ
と
に
そ
の
問
題
に

対
処
し
て
い
る
例
を
あ
げ
て
い
る
。
Ｃ
は
、
前
の
「
五
十

年
間
…
…
」
に
あ
と
で
条
件
を
付
け
加
え
て
い
る
。

(2)　
有
機
物
質　
鉄

(3)　
①　
森
林
の
腐
植
土
か
ら
流
れ
て
く
る
物
質

　

�　

―
―
線
②
が
「
沿
岸
部
の
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
育
て

て
い
る
」
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
し
て
十
五
字
の
言
葉

例

解
説

解
説

を
探
す
。

②　
窒
素
・
リ
ン
・
ケ
イ
素
・
鉄
（
順
不
同
）

P.45��
�

(4)　
植
林

　

4
段
落
に
「
例
え
ば
気け

仙せ
ん

沼ぬ
ま

の
漁
民
の
よ
う
に
…
…
植
林

4

4

を

始
め
て
い
る
所
も
あ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

(5)　
Ⅰ　
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

Ⅱ　
森

(6)　
ウ　

1
・
2
・
3
段
落
は
、
海か
い

藻そ
う

や
植
物
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
を
育
て

る
こ
と
に
つ
い
て
、
4
・
5
段
落
は
、
海
の
生
物
と
森
と
の
密

接
な
関
係
に
つ
い
て
、
6
段
落
は
ま
と
め
に
な
っ
て
い
る
。

(7)　
自
然
界　
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス　
壊
さ
な
い

二
章
小

説

場
面
を
と
ら
え
る

基
本
問
題
①

1

P.46 

確
認

時　
夜
中

場
所　
私
の
部
屋

登
場
人
物　
ミ
コ　
母

で
き
ご
と　
夢　
う
な
さ
れ
て

１

　
　
秋
の
夕
方

　
　
五
月
半
ば　
朝

P.47 
２

　
　
(1)　
海
沿
い
の
道
路

(2)　
　
　
正
午

　
　
（「
昼
」「
真
昼
」「
昼
間
」
な
ど
で
も
正
解
。）

　
　

�　

太
陽
が
頭
の
真
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
「
正
午
」
と
判

解
説

解
説１２１

例

解
説
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断
で
き
る
。

　
　
(1)　
広
場

(2)　
　
　
夕
方

　
　
（「
日
暮
れ
」「
夕
暮
れ
」
な
ど
で
も
正
解
。）

３

(1)　
茶
店

(2)　
花
の
咲
い
た
梅

(3)　
ウ

二
章
小

説

場
面
を
と
ら
え
る

基
本
問
題
②

1

P.48 

１

　
　
彼　
待
ち
ぶ
せ

　
　
車　
修
理

２

（
い
つ
）　
夜
中

（
誰
が
）　
三
吉

（
何
を
）　
名
前

P.49 

３

(1)　
①　
す
き
と
お
っ
た

②　
秋

　
　
　
ふ
つ
う
、
山
の
栗く
り

の
実
が
落
ち
る
の
は
秋
で
あ
る
。

(2)　
栗
の
木　
や
ま
ね
こ

　
栗
の
木
に
話
し
か
け
て
い
る
一い
ち
郎ろ

う
の
言
葉
に
注
目
す
る
。

４

(1)　
じ
い
っ
と
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
、
息
を
殺
し
て
お
る

　
「
じ
い
っ
と
、
と
ぐ
ろ
を
巻
い
て
、
息
を
殺
し
て
い
る
」
も

同
意
だ
が
、
二
十
字
に
な
る
の
で
正
解
で
は
な
い
。

(2)　
鼻
先　
ひ
げ　
深
呼
吸

２

例

１２

解
説

解
説

解
説

二
章
小

説

場
面
を
と
ら
え
る

基
本
問
題
③

1

P.50 

１

(1)　
①　
赤
毛
の
巡
査　
広
場

②　
人
影
ひ
と
つ
見
当
た
ら
ぬ

(2)　
①　
の
り
の
効
い

②　
　
　
犬
を
追
い
か
け
て
い
る
。

　
　

�　

最
後
の
一
文
「
男
は
犬
を
追
い
か
け
…
…
」
か
ら
男

の
行
動
を
ま
と
め
る
。

P.51 

２

(1)　
（
人
物
）　
マ
キ　
　
（
動
物
）
カ
モ
メ

(2)　
🄰　
海　
ひ
ざ
か
ら
も
も

　
　
🄱　
海　
お
へ
そ

(3)　
🄰　
向
こ
う
の
島　
カ
モ
メ

　
　
🄱　
麦
わ
ら
帽
子

(4)　
は
ば
た
か
せ
た

二
章
小

説

場
面
を
と
ら
え
る

標
準
問
題

1

P.52 

１

(1)　
吹
雪　
山
の
中

(2)　
気
を
失
っ
て　
岩
倉
の
お
じ
さ
ん

(3)　
助
か
っ
た

　

直
前
に
「
助
か
っ
た
、
と
思
っ
た
。
そ
う
思
う
と
」
と
あ

る
。

(4)　
暗
い
空
が

　
「
鳴
り
」「
き
し
む
」
な
ど
の
音
を
伴と
も
な

う
表
現
に
着
目
す
る
。

P.53 

２

(1)　
翌
日
も
彼
は
同
じ

例

解
説

解
説

解
説



10

(2)　
肩
か
ら
新
聞
を
ぶ
ら
下
げ
た
少
年

　
　
一
軒
一
軒
の
家　
新
聞

(3)　
彼
目
が
け
て
石
を
投
げ
つ
け
た

　
直
後
の
一
文
に
書
か
れ
て
い
る
。

(4)　
に
ら
み
つ
け　
に
げ
よ
う

二
章
小

説

心
情
を
読
み
取
る

基
本
問
題
①

2

P.54 

確
認

さ
っ
ぱ
り
し
た

１

(1)　
イ

(2)　
慌
て
て

P.55 

２

(1)　
せ
い
せ
い
し
た

(2)　
・
疲
れ
た　
・
う
れ
し
い

３

(1)　
悲
し
み
・
恐
怖　
（
順
不
同
）

(2)　
ア　

「
こ
の
騒さ
わ

ぎ
の
張
本
人
」
と
は
、「
白
い
ボ
ル
ゾ
イ
の
子
犬
」

の
こ
と
。
こ
の
犬
の
気
持
ち
（「
悲
し
み
と
恐き
ょ
う

怖ふ

」）
が
表
れ

て
い
る
様
子
を
選
ぶ
。

二
章
小

説

心
情
を
読
み
取
る

基
本
問
題
②

2

P.56 

１

　
　
ウ

　
　
ア

２

　
　
ウ

　
　
イ

解
説

解
説

１２１２

　
「
対た

い
峙じ

」
は
、
競き

そ
う
よ
う
に
し
て
向
か
い
合
っ
て
立
っ
て
い

る
様
子
を
表
す
。「
鋭す
る
ど

い
目
を
し
た
」
か
ら
も
、
二
人
の
間
の

緊き
ん
張ち

ょ
う

感か
ん
が
う
か
が
え
る
。

P.57 

３

　
　
ウ

　
　
イ

４

(1)　
ト
ロ
ッ
コ　
土
工
た
ち

(2)　
ひ
や
り
と
し
た

二
章
小

説

心
情
を
読
み
取
る

基
本
問
題
③

2

P.58 

１

　
　
な
ん
だ
か
～
う
よ
う
な

　
　
カ
モ
メ
が
～
く
な
っ
た

２

(1)　
し
ん
ど
い

(2)　
よ
っ
ぽ
ど
投

P.59 

３

　
　
イ　

「
雲
一
つ
な
い
」
は
、
晴
れ
渡わ
た

っ
て
い
る
様
子
で
、
心
に
も

い
や
な
思
い
が
な
く
さ
っ
ぱ
り
し
て
い
る
状
態
を
表
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
小
島
は
海
に
お
ぼ
れ
始
め
る
。

４

(1)　
ウ

(2)　
遠
く
来
す
ぎ
た
こ
と

二
章
小

説

心
情
を
読
み
取
る

標
準
問
題

2

P.60 

１

(1)　
イ

解
説

１２１２１解
説

２
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(2)　
早
く
終
わ
れ
・
い
つ
ま
で
も
来
る
な　
（
順
不
同
）

　
徒
競
走
が
「
早
く
終
わ
れ
」
と
思
う
一
方
、「
い
つ
ま
で
も

来
る
な
」
と
、
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
二
つ
の
願
い
を
い
だ

い
て
い
る
。

(3)　
む
な
し
い
期
待

(4)　
ウ

P.61 

２

(1)　
と
う
て
い
人
に
好
か
れ
る
た
ち
で
な
い

(2)　
不
思
議
・
不
審

　
「
不ふ

審し
ん

」
と
は
、
疑
問
に
思
う
こ
と
。

(3)　
爪
弾
き
を
す
る

(4)　
　
　
お
せ
じ
が
き
ら
い
で
あ
る

　
　
（�「
お
せ
じ
が
き
ら
い
な
」「
お
せ
じ
は
き
ら
い
だ
と
答
え

る
」
な
ど
で
も
正
解
。）

　
「
そ
れ
」
が
指
す
内
容
を
直
前
の
文
か
ら
考
え
る
。

二
章
小

説

人
物
像
を
つ
か
む

基
本
問
題
①

3

P.62 

確
認

男（
私
）の
年
齢　
十
八

ジ
ミ
ー
＝
ウ
ェ
ル
ズ
の
年
齢　
二
十

ジ
ミ
ー
の
性
格　
気
の
い
い
男

二
人
の
関
係　
仲
良
し

１

　
　
猫
の
よ
う
な
耳　
ぼ
や
ぼ
や　
灰
い
ろ

　
　
声
変
わ
り　
大
人
び
て

P.63 

２

（
額
）　
ウ　
　
（
眉
）　
カ

（
目
）　
ア　
　
（
鼻
）　
エ

解
説

解
説

例

解
説

１２

（
口
）　
イ　
　
（
顎
）　
オ

３

弱
虫　

「
…
…
の
く
せ
に
」
と
あ
る
の
で
、「
く
り
を
盗ぬ
す

み
に
来
る
」

こ
と
に
反
す
る
内
容
が
入
る
。

４

イ

二
章
小

説

人
物
像
を
つ
か
む

基
本
問
題
②

3

P.64 

１

走
る
の
が
遅
い　
ク
ラ
ス　
ト
ッ
プ　
足
の
持
ち
主

２

(1)　
弟
子
入
り　
五　
口
う
る
さ
い

(2)　
ア　

二
文
め
に
「
一
人
前
に
な
る
に
は
、
も
う
七
、
八
年
か
か

る
。」
と
あ
る
。「
半
人
前
」
と
は
、
ま
だ
一
人
で
き
ち
ん
と

し
た
仕
事
が
で
き
な
い
者
の
こ
と
。

P.65 

３

　
　
(1)　
ウ

　
　

�　
あ
と
の
「
あ
る
と
き
将し

ょ
う

棋ぎ

を
…
…
冷
や
か
し
た
。」
の

文
か
ら
、
兄
の
ず
る
い
性
格
が
わ
か
る
。

(2)　
十
日
に
一
ぺ

　
　
(1)　
イ

(2)　
イ
・
エ　
（
順
不
同
）

　
　
　
好
意
的
な
家
族
の
様
子
に
、
ほ
っ
と
し
て
い
る
。

二
章
小

説

人
物
像
を
つ
か
む

基
本
問
題
③

3

P.66 

１

　
　
考
え
こ
む
タ
イ
プ

解
説

解
説

１

解
説

２

解
説

１



12

　
　
気
が
弱
い
（「
気
の4

弱
い
」
で
も
正
解
。）

２

(1)　
親
譲
り
の
無
鉄
砲

　
「
無む

鉄て
っ
砲ぽ

う
」
と
は
、
深
く
考
え
な
い
で
無
茶
を
す
る
こ
と
。

(2)　
イ　

「
我が

慢ま
ん

強
い
」
は
、
忍に

ん
耐た

い
力
が
あ
る
こ
と
。
父
に
弱
味
を
見

せ
る
の
が
嫌い
や

な
こ
と
か
ら
「
負
け
ず
嫌ぎ

ら
い
」
と
わ
か
る
。

P.67 

３

イ
　

�

オ
チ
ュ
メ
ー
ロ
フ
は
、
狂き

ょ
う

犬け
ん

と
決
め
つ
け
て
直
ち
に
撲ぼ

く

殺さ
つ

す
る
よ
う
に
言
っ
て
い
た
犬
が
、
ジ
ガ
ー
ロ
フ
将
軍
の
と
こ

ろ
の
犬
だ
と
わ
か
っ
た
途と

端た
ん
に
、
犬
を
か
ば
い
始
め
て
い
る
。

４

ウ

二
章
小

説

人
物
像
を
つ
か
む

標
準
問
題

3

P.68 

１

(1)　
ぐ
い
と
寄
せ
た
太
い　
天
狗
の
よ
う
に　
た
く
ま
し
い

引
き
結
ん
だ
大
き
な　
日
に
焼
け
て

(2)　
な
ん
と
も
滑
稽
で
お
か
し
な
顔

(3)　
ウ　

文ぶ
ん

吉き
ち

は
、
ぬ
す
っ
と
の
「
恐お

そ

ろ
し
い
顔
」
を
表
向
き
の
も

の
と
し
て
、「
な
ん
と
も
滑こ
っ

稽け
い

で
お
か
し
な
顔
」
を
隠か

く
さ
れ
た

も
の
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。

P.69 

２

(1)　
背　
古
い
印
ば
ん
て
ん

季
節
外
れ
の
麦
わ
ら
帽

(2)　
親
し
み
や
す
い

(3)　
こ
の
人
た
ち
な
ら
ば
叱
ら
れ
な
い

２解
説

解
説

解
説

解
説

(4)　
イ　

子
供
だ
か
ら
乗
っ
て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
た
り
、「
驚お
ど
ろ

か

そ
う
」
と
し
た
り
は
し
て
い
な
い
。

二
章
小

説

表
現
に
注
意
す
る

基
本
問
題
①

4

P.70 

確
認

直
喩
法　
馬　
風

隠
喩
法　
遊
び　
勉
強

擬
人
法　
風　
さ
さ
や
く

１

犬　
気
が
た
っ
て　
火
の
つ
く
よ
う
に

２

イ
　
「
黒
山
の
」
は
、
人
間
が
大
勢
集
ま
っ
て
い
る
様
子
を
表
す

と
き
に
使
う
。

P.71 

３

十
三
湖　
人
に
捨
て
ら
れ
た
孤
独
の
水
た
ま
り

４

獄
門
台　
露
と
消
え
よ
う

　

ぬ
す
っ
と
は
自
分
の
命
を
「
露つ
ゆ

」
に
た
と
え
て
、
処し

ょ

刑け
い

さ

れ
て
自
分
の
命
が
絶
え
る
こ
と
を
「
露
と
消
え
よ
う
と
も
」

と
言
っ
て
い
る
。

５

(1)　
声
も
な
く

(2)　
ア

二
章
小

説

表
現
に
注
意
す
る

基
本
問
題
②

4

P.72 

１

イ

２

不
公
平

解
説

解
説

解
説
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普ふ

通つ
う
の
語
順
だ
と
「
世
の
中
っ
て
、
不
公
平
だ
。」
に
な
る
。

３

毛
布　
う
つ
む
け
（「
う
つ
向
け
」
で
も
正
解
。）　
倒
れ
て
お
い
で

P.73 

４

(1)　
イ　

筒つ
つ

の
よ
う
な
形
を
し
て
花
び
ら
の
先
の
ほ
う
が
五
つ
に
分

か
れ
て
い
る
り
ん
ど
う
の
花
を
、「
コ
ッ
プ
」
に
た
と
え
て
い

る
。

(2)　
ア

５

①　
イ

②　
オ

③　
エ

二
章
小

説

表
現
に
注
意
す
る

標
準
問
題

4

P.74 

１

(1)　
嵐　
花
火

(2)　
ⓐ
・
ⓒ　
（
順
不
同
）

(3)　
汽
車

(4)　
イ　

象
の
オ
ツ
ベ
ル
に
対
す
る
怒い
か

り
の
激
し
さ
や
、
そ
れ
が
爆ば

く

発は
つ
す
る
様
子
を
火
山
に
た
と
え
て
、「
一
度
に
噴ふ

ん
火か

し
た
」
と

表
現
し
て
い
る
。
隠い
ん

喩ゆ

法ほ
う

は
、
何
か
を
暗
示
し
て
た
と
え
る

表
現
技
法
で
、
こ
こ
で
は
、
象
の
怒
り
の
強
さ
を
暗
示
し
て

い
る
。

P.75 

２

(1)　
ど
で
か
い
穴　
な
ま
暖
か
い
空
気

(2)　
①　
エ

②　
ア

解
説

解
説

解
説

(3)　
①　
三
太
郎　
ひ
げ

②　
隠
喩
（「
暗
喩
」「
比
喩
」
で
も
正
解
。）

　
　

�　
「
…
よ
う
な
」
を
使
わ
ず
に
、「
三
太
郎
の
ひ
げ
」
を

「
う
な
ぎ
」
に
た
と
え
て
い
る
。

(4)　
山
を
ふ
た
巻
き

二
章
小
説

主
題
を
と
ら
え
る

基
本
問
題
①

5

P.76 

確
認

ア

１

ウ

P.77 

２

　
　
殺
し
合
い　
百
年　
車

　
「
殺
し
合
い
」
ば
か
り
で
何
も
作
り
出
さ
な
い
「
侍さ
む
ら
い

」
と
、

「
百
年
も
の
間
」
使
わ
れ
続
け
る
「
車
」
を
作
り
出
せ
る

「
車く
る
ま

大だ
い

工く

」
で
あ
る
自
分
の
立
場
を
比ひ

較か
く

し
、
親
方
は
誇ほ

こ

り

を
感
じ
て
い
る
。

　
　
許
し
て
お
け
な
い　
に
ら
み
つ
け
て　
恐
ろ
し
い
顔

二
章
小
説

主
題
を
と
ら
え
る

基
本
問
題
②

5

P.78 
１

(1)　
ボ
ブ　
約
束
の
場
所　
手
配

(2)　
①　
私
服
刑
事

　
　
②　
逮
捕
さ
れ
た

(3)　
イ　

「
善
人
」
か
ら
「
悪
人
」
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
ボ
ブ
を
ジ

ミ
ー
は
自
分
で
は
逮た
い

捕ほ

で
き
な
か
っ
た
。
約
束
を
果
た
し
に

解
説

１解
説

２解
説
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き
た
か
つ
て
の
親
友
を
思
う
気
持
ち
か
ら
で
あ
る
。

P.79 
２

(1)　
気
ま
ぐ
れ　
好
き
な
よ
う

(2)　
ウ

(3)　
イ　

「
私
」
の
「
今
度
か
ら
…
…
」「
お
前
の
好
き
な
よ
う
に

…
…
」
と
い
う
息む
す
こ子

の
自
主
性
を
尊
重
し
た
提
案
を
、
岳が

く

は

受
け
入
れ
て
い
る
。

(4)　
イ

二
章
小
説

主
題
を
と
ら
え
る

標
準
問
題

5

P.80 

１

(1)　
イ

(2)　
イ

(3)　
片
方
の
目　
僕　
あ
ー
ち
ゃ
ん

　
「
片
方
の
目
が
塞ふ
さ

が
れ
た
こ
と
で
…
…
始
め
て
い
た
の
だ
。」

か
ら
、「
僕ぼ
く

」
が
け
が
を
し
た
「
片
方
の
目
」
に
眼
帯
を
着
け

て
過
ご
す
と
い
う
経
験
を
通
し
て
、片
足
が
不
自
由
な
「
あ
ー

ち
ゃ
ん
」
の
思
い
に
少
し
近
づ
け
た
様
子
が
想
像
で
き
る
。

P.81 

２

(1)　
イ

(2)　
自
然　
手　
彼
の
体

(3)　
ア

(4)　
ウ　

「
彼か
れ

が
ハ
ン
デ
ィ
を
…
…
み
じ
ん
も
な
か
っ
た
」「
僕
の
手

は
…
…
差
し
出
さ
れ
て
」
か
ら
、「
僕
」
と
「
あ
ー
ち
ゃ
ん
」

が
友
達
と
し
て
交
流
を
深
め
て
い
く
様
子
が
読
み
取
れ
る
。

解
説

解
説

解
説

二
章
小
説

完
成
問
題
①

た
し
か
め
よ
う

P.82 

(1)　
ウ

(2)　
A　
ウ

　
　
Ｂ　
イ

(3)　
イ　

普ふ

通つ
う

な
ら
ば
「
駄だ

菓が

子し

」
を
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
は
ず

で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
の
良
平
は
、
自
分
が
早
く
帰
り
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
に
茶
店
で
の
ん
き
に
休
ん
で
い
る
土ど

工こ
う

た

ち
に
い
ら
い
ら
し
て
い
た
。
そ
れ
が
「
冷れ
い

淡た
ん

さ
」
と
な
っ
て

出
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

P.83��
�

(4)　
日
が
暮
れ
る

(5)　
イ　

土
工
の
「
俺お
れ
た
ち
は
今
日
は
向
こ
う
泊ど

ま
り
だ
か
ら
。」
と

い
う
言
葉
を
聞
き
、
良り
ょ
う

平へ
い

は
、
行
く
と
こ
ろ
ま
で
行
き
着
い

た
の
ち
に
土
工
と
い
っ
し
ょ
に
帰
れ
る
と
思
っ
て
い
た
自
分

の
思
い
が
裏
切
ら
れ
た
こ
と
を
知
っ
て
、
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

て
い
る
。

(6)　
暗
く　
道　
た
っ
た
一
人　
歩
い
て

「
泣
い
て
い
る
場
合
で
は
な
い
」
と
、
一
人
で
帰
ろ
う
と
覚か

く
悟ご

を

決
め
て
い
る
様
子
か
ら
、
良
平
は
か
な
り
し
っ
か
り
者
で
前
向
き

な
性
格
だ
と
思
う
。（
五
十
八
字
）

解
説

解
説

例
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二
章
小

説

完
成
問
題
②

た
し
か
め
よ
う

P.84 
(1)　
Ａ　
イ　
　
Ｂ　
ウ　
　
Ｃ　
ア

　

Ａ
夜
遅お
そ

く
に
話
し
か
け
る
と
き
の
声
で
あ
る
。
Ｂ
直
前
の
口

調
か
ら
わ
か
る
。

(2)　
イ

(3)　
自
分
の
こ
と
し
か

P.85��
�

(4)　
ア　

あ
と
で
「
よ
け
る
の
は
母
ち
ゃ
ん
に
悪
い
気
が
し
た
」
と
考

え
て
い
る
こ
と
に
着
目
す
る
。
自
分
が
悪
い
こ
と
を
し
た
こ
と

に
怒お
こ

っ
て
く
れ
る
母
の
気
持
ち
を
、
ま
っ
す
ぐ
受
け
止
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

(5)　
ア
・
イ　
（
順
不
同
）

　
母
親
の
言
動
に
着
目
し
て
人
物
像
を
と
ら
え
る
。「
お
ま
え
が

い
な
く
な
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
ら
、
…
…
街
の
中
を
捜さ
が

し
回

る
か
も
し
れ
ん
だ
ろ
、
こ
の
夜
中
に
。
そ
ん
な
こ
と
も
わ
か
ら

ん
の
か
」、「
自
分
で
考
え
れ
」
と
あ
る
。
ま
た
、
母
親
は
、
怒

り
な
が
ら
も
、
腹
を
す
か
せ
た
息む
す
こ子

に
ご
飯
を
腹
い
っ
ぱ
い
食

べ
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。

三
章
随

筆

筆
者
の
体
験
や
思
い
を
読
み
取
る
基
本
問
題
①

P.86 

確
認

�

体
験　
宇
宙
飛
行
士�

表
現　
糸　
ガ
ラ
ス
玉　
胸�

筆
者
の
思
い　
も
ろ
い

解
説

解
説

解
説

１

(1)　
巨
大
な
蜃
気
楼

(2)　
悲
し
い
目
だ

(3)　
遺
影

P.87 

２

(1)　
大
阪
弁　
混
ざ
り
気　
き
れ
い

(2)　
ウ

(3)　
そ
う
、
褒
め
ら
れ
た
の
だ
、
あ
の
お
ば
さ
ん
に
！

３

(1)　
・
こ
の
世
の
も　
・
火
を
吐
い
た　
（
順
不
同
）

(2)　
・
立
つ　
目

　
　
・
や
わ
ら
か　
の
ほ
ほ
ん

三
章
随

筆

筆
者
の
体
験
や
思
い
を
読
み
取
る
基
本
問
題
②

P.88 

１

(1)　
私
の
目
は
そ

(2)　
突
っ
立
っ
て

２

(1)　
イ　

娘む
す
め

の
、
ほ
う
き
で
「
空
飛
ぶ
練
習
す
る
」
と
い
う
言
葉
に

対
し
て
、
お
じ
さ
ん
は
、
そ
の
言
葉
を
ば
か
に
し
た
り
せ
ず
、

娘
の
気
持
ち
を
受
け
止
め
て
、「
う
ち
の
は
よ
く
飛
ぶ
」
と
言
っ

て
く
れ
た
の
で
あ
る
。

(2)　
春
を
迎
え
た
花

P.89 
３

(1)　
留
学
生　
蔵
王
温
泉

(2)　
イ

(3)　
ち
っ
ぽ
け
な
宿
屋

(4)　
旅
館　
ホ
テ
ル　
違
い

解
説
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三
章
随

筆

筆
者
の
体
験
や
思
い
を
読
み
取
る

標
準
問
題

P.90 
１

(1)　
何
も
何
も

(2)　
相
手
を
い
た
わ
る
か
け
声

　
「
ち
っ
と
も
か
ま
わ
な
い
ん
で
す
よ
。」「
お
気
に
な
さ
ら
な

い
で
。」
と
い
っ
た
い
た
わ
り
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。

(3)　
頼
み
や
す　
和
や
か
な
感
じ

(4)　
ウ　

「
会
話
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
に
な
る
よ
う
な
言
葉
」
に
注
目
す
る
。

P.91 

２

(1)　
心　
表
現　
た
め
ら
い

(2)　
地
球
人　
宇
宙　
解
き
放
し
て

(3)　
イ　

「
中
学
生
た
ち
は
、
そ
れ
ま
で
心
の
中
に
閉
じ
込こ

め
て
い
た

思
い
を
、
次
々
に
つ
む
ぎ
出
し
て
い
っ
た
の
で
す
。」
の
あ
と

に
示
さ
れ
て
い
る
句
が
、
中
学
生
が
つ
む
ぎ
出
し
た
思
い
で

あ
る
。
中
学
生
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
思
い
を
、
五
・
七
・

五
の
言
葉
で
表
し
た
の
で
あ
る
。

(4)　
心
が
こ
も
っ
た　
心

三
章
随

筆

完
成
問
題
①

た
し
か
め
よ
う

P.92 

(1)　
し
か
し
、
人

(2)　
・
落
書
き
し
た
よ
う
な
線

　
・
空
港
の
滑
走
路

(3)　
ウ 解

説
解
説

解
説

　
　
　
線
③
は
、「
…
…
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
い
や
、
そ
ん
な

こ
と
は
な
い
。」
と
い
う
意
味
合
い
の
表
現
。
す
ぐ
あ
と
の
「
最

初
か
ら
偉い

大だ
い

で
驚き

ょ
う

異い

的て
き

な
賢か

し
こ

さ
を
も
っ
て
い
た
」
と
い
う
部
分

か
ら
、
現
代
と
差
が
な
い
と
考
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

P.93　
　

�

(4)　
無
常

(5)　
ア

(6)　
イ　

前
半
の
部
分
で
人
間
の
す
ば
ら
し
さ
、
後
半
の
部
分
で
人
間

の
愚お
ろ

か
し
さ
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
最
後
の
段
落
に
「
深

く
、
無
常
を
覚
え
た
」
と
あ
る
の
に
注
目
す
る
。

三
章
随

筆

完
成
問
題
②

た
し
か
め
よ
う

P.94 

(1)　
視
力
以
外
の
感
覚

(2)　
イ
・
エ　
（
順
不
同
）

P.95　
　

�

(3)　
・
低
い
姿
勢

　
・
根　
上
方

　
　
　

線
②
の
す
ぐ
後
の
「
少
し
詳く

わ

し
く
書
い
て
み
る
と
」
で

始
ま
る
段
落
と
、
そ
の
次
の
段
落
で
、
具
体
的
に
習
っ
た
こ
と

が
説
明
さ
れ
て
い
る
。

(4)　
一
つ
一
つ
の
～
に
染
み
つ
く

　
　
　

線
③
の
後
で
、
筆
者
は
、
目
が
見
え
な
い
人
の
知
識
の

学
習
に
つ
い
て
、「
晴せ
い

眼が
ん

者し
ゃ

の
何
倍
も
時
間
が
か
か
る
」「
決
し

て
能
率
的
と
は
言
え
な
い
」
と
述
べ
た
後
、「
で
も
」
と
い
う
接

続
語
を
使
っ
て
、
そ
の
よ
さ
を
説
明
し
て
い
る
。

解
説

解
説

解
説

解
説



17

(5)　
教
育
の
積
み
重
ね　
花
開
く
可
能
性

　
最
後
の
段
落
に
注
目
し
て
読
み
取
る
。

四
章

詩

詩
の
種
類
・
表
現
技
法
基
本
問
題
①

1

P.96 

確
認

�

詩
の
種
類　

�

(1)　
口
語�

(2)　
自
由�

(3)　
口
語
自
由
詩

詩
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
技
法　
描
き
た
い

　

繰く

り
返か

え

し
て
い
る
部
分
が
強
調
さ
れ
、
作
者
の
訴う

っ
た

え
た
い

こ
と
が
読
み
手
に
は
っ
き
り
と
伝
わ
る
と
い
う
効
果
が
あ
る
。

P.97 

(1)　
①　
文
語
詩

　

第
二
連
の
「
あ
た
タゝ

か
き
」
は
、
現
代
の
言
葉
で
は
「
あ

た
た
か
い
」、「
知
ら
ず
」
は
「
知
ら
な
い
」、「
青
し
」
は

「
青
い
」
で
あ
る
。

　
②　
定
型
詩

　
③　
五
七
調

　

行
の
初
め
が
五
音
で
、
続
い
て
七
音
に
な
っ
て
い
る
も
の

は
、
五
七
調
と
よ
ば
れ
る
。

　
④　
文
語
定
型
詩

(2)　
三

(3)　
体
言　

体た
い

言げ
ん

止ど

め
に
は
、
余よ

韻い
ん

を
感
じ
さ
せ
て
読
み
手
に
強
い
印

象
を
与あ
た

え
る
効
果
が
あ
る
。

解
説解

説
解
説

解
説

解
説

四
章

詩

詩
の
種
類
・
表
現
技
法
基
本
問
題
②

1

P.98 

１

(1)　
二　

一
行
空
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
一
か
所
あ
る
の
で
、
連
は
二

つ
と
わ
か
る
。

(2)　
イ

(3)　
①　
ウ

　
　
②　
は
な
ひ
ら
く　
ひ
を

　
　
　
　
ゆ
め
に
み
て

(4)　
イ　

の
ま
と
ま
り
を
普ふ

通つ
う

の
言
葉
の
順
に
直
す
と
、「
あ

し
た　

た
く
さ
ん
の
『
こ
ん
に
ち
は
』
に　

で
あ
う
た
め
に　

ど
こ
ま
で
も　
と
ん
で
い
こ
う
」
な
ど
の
よ
う
に
な
る
。

P.99 

２

(1)　
三　
九　
七　
い
ち
め
ん
の
な
の
は
な　
九

(2)　
ア

(3)　
イ　

各
連
の
八
行
目
を
体
言
（
名
詞
）
で
結
ん
で
い
る
（
＝
体た
い

言げ
ん

止ど

め
）。
ま
た
、
ひ
ば
り
の
鳴
き
声
を
人
に
見
立
て
て
「
ひ

ば
り
の
お
し
や
べ
り
」
と
表
現
し
て
い
る
（
＝
擬ぎ

人じ
ん
法ほ

う
）。

(4)　
ウ

四
章

詩

詩
の
鑑
賞

基
本
問
題
①

２

P.100 

確
認

�
(1)　
外
は
も
う
す
ぐ
春
ら
し
い�

(2)　
響
い
て
い
る�

解
説

解
説

解
説
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(3)　
と
き
め
か
せ
て�

(4)　
イ

　
「
も
う
す
ぐ
わ
た
し
は
割
れ
る
」「
ま
だ
見
た
こ
と
も
な
い

山
へ
胸
を
と
き
め
か
せ
て
」
に
着
目
す
る
と
、
新
し
い
出
発

を
控ひ
か

え
て
、
期
待
感
を
高
め
て
い
る
様
子
が
わ
か
る
。

P.101 

(1)　
五

(2)　
早
く　
戦
争

(3)　
ウ

(4)　
街
は
明
る
く
な
っ
た
の
だ
よ

　

敵
の
爆ば
く

撃げ
き

を
恐お

そ

れ
て
消
さ
れ
て
い
た
家
や
街
の
電
灯
が
、

戦
争
が
終
わ
っ
て
、
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
様
子
を
表

し
て
い
る
。

(5)　
ア

四
章

詩

詩
の
鑑
賞

基
本
問
題
②

２

P.102 

１

(1)　
そ
ん
な
と
き
は
な
い
か

(2)　
噴
水
の
水　
一
枚
の
落
葉

　

普ふ

通つ
う

は
、
む
な
し
く
わ
び
し
く
見
え
る
も
の
さ
え
、
楽
し

そ
う
に
見
え
る
ほ
ど
、
作
者
の
気
持
ち
が
は
ず
ん
で
い
る
の

で
あ
る
。

(3)　
イ

P.103 

２

(1)　
秋

(2)　
擬
人

　
「
い
っ
て
し
ま
っ
た
／
『
サ
ヨ
ナ
ラ
』
の
か
わ
り
に
／
…
…

解
説

解
説

解
説

解
説

ふ
り
ま
い
て
」「
あ
い
さ
つ
を
か
わ
し
て
い
る
」
な
ど
は
、
そ

れ
ぞ
れ
夏
休
み
や
木
々
の
葉
を
人
に
見
立
て
た
表
現
。

(3)　
三

(4)　
・
迷
子
の
セ
ミ

　
　
・
麦
わ
ら
帽
子

　
　
・
波
の
音　
　
　
　
（
順
不
同
）

(5)　
ア

四
章

詩

完
成
問
題
①

た
し
か
め
よ
う

P.104 

(1)　
イ

(2)　
四　

第
二
連
の
「
も
う
夜
。」
も
、
一
つ
の
連
に
数
え
る
。

(3)　
ウ　

第
一
連
の
「
正
午
」、
最
後
の
連
の
「
匂に
お

い
」「
時
間
」
が

体た
い

言げ
ん

止ど

め
に
な
っ
て
い
る
。
最
後
の
連
に
は
、
反は

ん

復ぷ
く

法ほ
う

も
使

わ
れ
て
い
る
。

(4)　
も
う
夜
。

P.105　
　

�

(5)　
イ

(6)　
ぼ
く
は
い
っ
た
い
何
を
し
た
？

　
第
三
連
の
初
め
の
二
行
と
倒と
う
置ち

す
る
形
に
な
っ
て
い
る
。

(7)　
陽
の
光　
汗

(8)　
ア 解

説
解
説

解
説
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四
章

詩

完
成
問
題
②

た
し
か
め
よ
う

P.106 
(1)　
口
語
自
由
詩

(2)　
奈
々
子

(3)　
酸
っ
ぱ
い
苦
労

(4)　
期
待　
応
え
よ
う　
自
分　
駄
目

　

第
三
連
の
「
ひ
と
が
／
ほ
か
か
ら
の
…
…
知
っ
て
し
ま
っ

た
か
ら
。」
に
、
お
父
さ
ん
が　
　
線
②
の
よ
う
に
思
う
理
由

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

P.107　
　

�

(5)　
愛
す
る　
世
界

　
第
六
連
の
「
自
分
を
愛
す
る
…
…
見
失
っ
て
し
ま
う
。」
の

「
自
分
」
と
「
他
人
」
と
「
世
界
」
の
関
係
を
き
ち
ん
と
と

ら
え
よ
う
。

(6)　
ウ　

「
酸す

っ
ぱ
い
思
い
」
や
「
酸
っ
ぱ
い
苦
労
」
が
ふ
え
た
お
父

さ
ん
と
お
母
さ
ん
は
、
奈な

な々

子こ

に
、
生
き
て
い
く
う
え
で
最

も
大
切
な
も
の
は
何
か
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

(7)　
・
香
り
の
よ
い
健
康

　
・
自
分
を
愛
す
る
心　
（
順
不
同
）

僕ぼ
く
は
、
自
分
の
言
動
に
き
ち
ん
と
責
任
を
持
つ
こ
と
を
大
切
に
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
、
他
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
な
く
自

分
が
ほ
か
の
人
の
役
に
も
立
て
る
第
一
歩
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。（
七
十
九
字
）

解
説

解
説

解
説

例

五
章
古

典

歴
史
的
仮
名
遣
い

基
本
問
題
①

1

P.108 

確
認

�

①　
い
う�

②　
や
ま
ぎ
わ�

③　
ま
い
る�

④　
ひ
お
け

１

①　
あ
わ
す

②　
う
ち
わ

③　
こ
よ
い

④　
ま
ど
う

⑤　
な
お

⑥　
よ
わ

⑦　
こ
わ
ご
わ

⑧　
こ
え

⑨　
お
る

⑩　
い
る

　

⑧
の
「
ゑ
」
や
、
⑩
の
「
ゐ
」
は
、
現
代
仮か

名な

遣づ
か

い
で
は

使
わ
れ
な
い
字
な
の
で
、
特
に
注
意
し
て
覚
え
て
お
こ
う
。

P.109 

２

①　
よ
ろ
ず

②　
は
じ

３

①　
た
た
か
わ
ん

②　
か
え
り
な
ん

　
①
の
「
む
」、
②
の
「
な
む
」
に
着
目
し
よ
う
。

４

①　
し
ょ

５

①　
も
う
で

解
説

解
説
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②　
た
の
し
ゅ
う

③　
し
ょ
う
し
ん

６

①　
が
ん
じ
つ

五
章
古

典

歴
史
的
仮
名
遣
い

基
本
問
題
②

1

P.110 

１

　
　
①　
ま
ど
え
ど

　

設
問
文
に
「
す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
」
と
あ
る
こ
と
に
気
を

つ
け
よ
う
。

　
　
②　
か
い
な
し

　
　
①　
い
て
も

　
　
②　
う
ち
わ

　
　
①　
う
ろ
く
ず

　
　
②　
や
し
な
い
け
る

　
　
①　
う
つ
く
し
ゅ
う

　
　
②　
い
た
り

P.111 

２

　
　
①　
ち
こ
う

　
　
②　
と
び
い
そ
ぐ
さ
え

　
　
③　
あ
わ
れ
な
り

　
　
①　
お
そ
わ
る
る
よ
う
に
て

　
　
②　
あ
い
た
た
か
わ
ん

　
①
は
「
は
」
を
「
わ
」
に
、「
や
う
」
を
「
よ
う
」
に
直
す
。

②
は
「
ひ
」
を
「
い
」
に
、「
は
」
を
「
わ
」
に
、「
む
」
を

「
ん
」
に
直
す
。
そ
れ
ぞ
れ
数
か
所
ず
つ
直
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
注
意
し
よ
う
。

１解
説

２３４１２解
説

　
　
①　
こ
こ
ろ
み
て
ん

　
　
②　
お
も
い
て

　
　
③　
つ
が
い
て

　
　
④　
ひ
ょ
う
と

　
　
⑤　
よ
う
に
て

　
　
⑥　
し
た
ま
え
る
ぞ

　
　
⑦　
な
き
ま
ど
う

五
章
古

典

歴
史
的
仮
名
遣
い

標
準
問
題

1

P.112 

１

(1)　
イ

(2)　
②　
き
わ
め
て

　
　
③　
ま
つ
べ
え

　
　
④　
と
ら
え

　
　
⑤　
お
じ
い

　
　
⑥　
や
ろ
う

P.113 

２

(1)　
①　
ウ　
や
ま
な
ら
ん

　
　
②　
イ　
お
も
い
て

　
　
⑤　
イ　
こ
た
え
て

　
　
⑦　
ア　
よ
う
な
し

　
⑦
の
「
や
う
」
は
ア
段
音
＋
「
う
」
な
の
で
、「
よ
う
」
に

直
す
。

(2)　
③　
よ
そ
お
い

　
　
④　
と
う

　
　
⑥　
い
わ
く

３解
説
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④
の
「
問
ふ
」
は
「
答
ふ
」
と
対つ

い

に
な
る
言
葉
。
一
組
に

し
て
覚
え
て
お
こ
う
。

五
章
古

典

重
要
古
語
と
内
容
の
理
解
基
本
問
題
①

２

P.114 

確
認

�

古
語
の
意
味　
と
て
も　
か
わ
い
ら
し
い
様
子
で�

古
文
特
有
の
意
味　
あ
っ
た　
光
っ
て
い
る

　

こ
こ
で
の
「
け
り
」
は
「
…
…
た
」、「
た
り
」
は
「
…
…

て
い
る
」
と
い
う
意
味
を
表
し
て
い
る
。

助
詞
の
省
略　
背
丈
三
寸
ぐ
ら
い
で
あ
る
人

P.115 

１

①　
月
の
眺
め
の
よ
い
こ
ろ

②　
言
う
ま
で
も
な
い

③　
や
は
り

④　
趣
が
あ
る

２

(1)　
①　
さ
っ
と

　
　
②　
気
の
毒
だ

(2)　
か
ぐ
や
姫

　
天
人
が
か
ぐ
や
姫ひ
め

に
天あ

ま
の
羽は

衣ご
ろ
も

を
「
着
せ
て
さ
し
あ
げ
る
」

と
、
そ
れ
を
着
た
か
ぐ
や
姫
が
「
お
思
い
に
な
っ
て
い
た
こ

と
も
消
え
失う

せ
て
し
ま
っ
た
」
と
い
う
文
脈
で
あ
る
。

五
章
古

典

重
要
古
語
と
内
容
の
理
解
基
本
問
題
②

２

P.116 

１

(1)　
イ

(2)　
を
か
し

解
説

解
説

解
説

　
ど
ち
ら
も
〝
趣お

も
む
き

が
あ
る
”
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
る
。

(3)　
ま
し
て

(4)　
ウ

P.117 

２

(1)　
ⓒ　

ⓒ
の
「
月
の
出い

づ
る
」
の
現
代
語
訳
を
見
る
と
、「
月
が4

出

て
い
る
」
と
な
っ
て
い
る
。

(2)　
ア

(3)　
い
ら
っ
し
ゃ
り

　
「
お
は
す
」
は
「
い
ら
っ
し
ゃ
る
」
と
い
う
意
味
で
、
尊
敬

語
で
あ
る
。

(4)　
猟
師　
象　
普
賢
菩
薩

五
章
古

典

重
要
古
語
と
内
容
の
理
解

標
準
問
題

2

P.118 

１

(1)　
ア　

現
代
語
訳
に
気
を
つ
け
て
、「
家
の
周
辺
」
は
「
光
り
輝か
が
や

い

て
」（
述
語
）
の
主
語
を
作
る
語
で
あ
る
こ
と
を
と
ら
え
よ
う
。

(2)　
②　
ウ

　
　
③　
イ

　

②
の
「
ほ
ど
」
は
、
物
事
の
程
度
を
大
ま
か
に
表
し
て
い

る
。

(3)　
イ

P.119 

２

(1)　
雪　
霜　
真
っ
白

　
現
代
語
訳
か
ら
考
え
よ
う
。「
そ
う
」
は
、
前
の
「
雪
の
降

っ
た
」
と
「
霜し
も

が
真
っ
白
に
お
り
て
い
る
」
を
指
し
て
い
る
。

解
説

解
説

解
説

解
説

解
説

解
説
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(2)　
ウ

(3)　
ふ
さ
わ
し
い

(4)　
ウ

五
章
古

典

故
事
成
語
と
漢
文
の
読
み
方
基
本
問
題
①

３

P.120 

確
認

(1)　
背
水
の
陣

(2)　
五
十
歩
百
歩

１

(1)　
蛇
足

(2)　
漁
夫
の
利

(3)　
蛍
雪
の
功

(4)　
推
敲

P.121 

２

(1)　
ウ

(2)　
エ

(3)　
ア

(4)　
イ

 

確
認

を　
る

を　
す

五
章
古

典

故
事
成
語
と
漢
文
の
読
み
方
基
本
問
題
②

３

P.122 

１

(1)　
売
る

(2)　
盾　

直
後
の
商
人
の
言
葉
の
「
吾わ

が
盾た

て

の
堅か

た

き
こ
と
…
…
」
か

ら
、「
之こ
れ
」
は
盾
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

解
説

(3)　
め
て

(4)　
イ　

現
代
語
訳
の
「
ど
ん
な
も
の
で
も
突つ

き
通
せ
な
い
も
の
は

な
い
」
を
参
考
に
し
よ
う
。「
～
な
い
…
な
い
」
と
い
う
二
重

否
定
は
肯こ
う

定て
い

の
意
味
を
表
す
。

(5)　
Ａ　
矛

　
　
Ｂ　
盾

P.123 

２

(1)　
イ

(2)　
イ

(3)　
戦
争
が
始
ま
る

(4)　
五
十　
百　
臆
病
者

(5)　
ウ　

百
歩
逃に

げ
た
者
も
五
十
歩
逃
げ
た
者
も
逃
げ
出
し
た
こ
と

に
変
わ
り
は
な
い
こ
と
か
ら
、
違ち
が

う
よ
う
に
見
え
て
も
本
質

的
に
は
違
わ
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

五
章
古

典

完
成
問
題
①

た
し
か
め
よ
う

P.124 

１

(1)　
ⓐ　
く
わ
え
て　
ⓑ　
か
る
が
ゆ
え

　
　
ⓒ　
こ
う
む
る

(2)　
①　
ア

　
　
②　
イ

　
水
に
映
っ
て
い
る
肉
の
ほ
う
が
大
き
く
見
え
た
の
で
、「
こ

れ
」（
自
分
が
く
わ
え
て
い
る
肉
）
を
捨
て
て
、「
か
れ
」（
水

に
映
っ
て
い
る
肉
）
を
取
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

解
説

解
説

解
説
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(3)　
欲
の
深
い
者
た
ち

　
誰だ
れ

が
「
財た

か
ら

（
＝
財
産
）」
を
う
ら
や
ん
で
、
そ
れ
を
貧む

さ
ぼ

ろ
う

と
す
る
の
か
を
文
脈
か
ら
読
み
取
る
。

(4)　
イ

P.125 

２

(1)　
ⓐ　
し
た
ま
え
る
ぞ

　
　
ⓑ　
こ
こ
ろ
み
た
て
ま
つ
ら
ん

(2)　
①　
決
し
て

　
　
②　
だ
か
ら

(3)　
ア　

「
ま
こ
と
の
仏
な
ら
ば
、
よ
も
矢
は
立
ち
た
ま
は
じ
。」
が
、

理
由
で
あ
る
。
こ
の
部
分
の
現
代
語
訳
を
手
が
か
り
に
し
て

答
え
よ
う
。

(4)　
ウ

五
章
古

典

完
成
問
題
②

た
し
か
め
よ
う

P.126 

１

(1)　
ⓐ　
ま
い
ら
す

　
　
ⓑ　
あ
わ
れ
が
ら
せ
た
ま
い
て

(2)　
イ　

「
命
も
惜お

し
い
だ
ろ
う
か
」
と
疑
問
の
形
で
問
い
か
け
て
、

「
い
や
惜
し
く
は
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
表
す
言
い
方
で

あ
る
。

(3)　
（
誰
が
）　
中
将

　
　
（
誰
に
）　
帝

(4)　
ア

解
説

解
説

解
説

　

翁お
き
な

、
嫗お

う
な

、
帝み

か
ど

が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
愛
す
る
か
ぐ
や
姫ひ

め

を
失
い
、
心
か
ら
悲
し
ん
で
い
る
様
子
が
描え

が
か
れ
て
い
る
。

P.127 

２

(1)　
大
杯
に
入
っ
た
酒

(2)　
蛇
の
絵　
描
き
終
え
た

(3)　
イ

(4)　
足
を

(5)　
ⓒ　

ⓒ
の
み
、
き
ち
ん
と
蛇へ
び

を
描か

き
終
え
て
酒
を
飲
む
こ
と
の

で
き
た
者
。
ⓐ
・
ⓑ
・
ⓓ
は
、
一
番
先
に
蛇
を
描
き
終
え
た

の
に
、
足
を
つ
け
た
し
て
し
ま
っ
た
た
め
に
酒
を
飲
み
そ
こ

な
っ
た
者
。

私
は
ク
ラ
ス
の
自
己
紹し

ょ
う

介か
い

で
、
自
分
の
趣し

ゅ
味み

や
家
族
に
つ
い
て
話

し
た
と
き
、
つ
い
新
築
し
た
自
分
の
家
の
自じ

慢ま
ん
を
し
て
し
ま
っ
た
。

あ
と
で
、
あ
れ
は
蛇だ

足そ
く
だ
っ
た
と
後こ

う
悔か

い
し
た
。（
六
十
九
字
）

解
説

解
説

例
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